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■支援の背景
　㈱フジワラではルアー、オモリ等の釣具製品を開発しており、ルアーの金型用3Dデータ作成は
これまで金型メーカーへ外注していました。しかし製品開発のコストダウンとスピードアップの
ためにルアーの一種であるメタルジグの3Dデータ作成を内製化したいという相談がありました。
メタルジグの形状は一見シンプルですが、自由曲面で構成されており3Dデータ作成が難しいた
め、自由曲面が作成しやすい3DCADソフトの導入支援、およびメタルジグの3Dデータ作成のた
めのマニュアル開発とこれを用いた実習を行いました。

■支援の要点
１．自由曲面で構成された3Dデータ作成に適した３DCADソフトの選定
２．初心者でも理解できる3Dデータ作成マニュアルの開発
３．マニュアルを用いた3Dデータ作成実習

■支援の成果
１．3DCADソフトには、自由曲面の設計がしやすく比較的安価なRhino6を選定しました。
２．マニュアルはメタルジグの3Dデータ作成手順をソフトのアイコンや図を用いて解説し、初心

者向けのヒントを入れることで、わかりやすさに配慮しました。
３．マニュアルを用いた実習を通じて、メタルジグの3Dデータを内製化することが可能となりま

した。
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